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NEDO 燃料電池・水素技術開発ロードマップ

（FCV・HDV 用燃料電池技術開発）

FC生産技術

プレゼンター： 小宮山敬介（みずほリサーチ＆テクノロジーズ）

NEDO スマートコミュニティ・エネルギーシステム部 燃料電池・水素室

（委託先）みずほリサーチ＆テクノロジーズ

NEDO燃料電池・水素技術開発ロードマップ中間報告会
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1. FC生産技術WG 体制・実施内容

2. ロードマップおよび解説書の主な追加・変更箇所

3. 2030年～2035年の生産技術目標値

4. 2035年頃までの生産技術開発項目
①PIと触媒構造の見える化技術
②乾燥レス化
③高速ハンドリング・位置決め
④流路パターン形成

資料構成



3/121. FC生産技術WG 体制

製品WG

FCシステムWG

FCアカデミアWG

水素貯蔵システムWG
（高圧水素・液体水素・貯蔵

材料システム）

水素貯蔵
アカデミアWG
（高圧・液水）

FC・水素貯蔵全体戦略

FC生産技術WG※

FC技術

水素貯蔵技術

DX技術WG

※評価解析プラットフォームマネジメントグループ（BMC検討およびオールスターFC生産技術WG）と連携

BMC戦略※

製品要求スペック
IV目標（BOL/EOL）・貯
蔵密度・システム・構造

材料・部材開発の方向性・
R&D課題・基盤技術

体制
オールスターFC（AFC）生産技術WGと連携の
もと、FC-Cubic様、みずほR&Tを中心に取
りまとめ。

AFC生産技術WGFC生産技術WG

• パナソニック 菅原様、吉本様

• 東芝ESS 鈴木様

• 本田技研工業 小林様

• 本田技術研究所 小茂田様

• トヨタ自動車 岡様、秋田様

• FC-Cubic※1 新沼様、佐藤様※2

• みずほR&T※1 高山、小宮山

※1  評価解析プラットフォームマネジメントグループ
※2  ２０２４年２月時点



4/121. FC生産技術WG 実施内容

①2035年の生産技術目標の検討、目標達成のためのシナリオの検討

②生産技術課題の整理

③2035年目標を踏まえた優先課題とアクションプランの検討 （次年度実施予定）

④海外PJのBMC、国内有識者へのヒアリング等の情報収集 （次年度継続予定）

⑤上記を踏まえたロードマップ・解説書の更新・改訂



5/12２. ロードマップの主な追加・変更箇所

203５年頃の目標達成
に向けた技術開発課題
を整理

2035年頃のタクトタ
イムなど生産技術目標
値を設定



6/12２. 解説書の主な追加・変更箇所

✓ 2.7章の各項目を更新
✓ 各生産工程の生産技術課題を解説



7/12３. 2030年～2035年の生産技術目標値

累積普及台数と生産能力の推移予測 生産能力達成のシナリオ

⚫ 累積普及台数は2030年に80万台、2035年に200万台程度となる推移を予測し、
必要な生産能力の達成シナリオを検討。2030年頃には0.5秒/セルのタクトタイムの
工場が3か所（21万台/年）、2035年頃には0.4秒/セルのタクトタイムの工場が4か
所（３４万台/年）程度の生産能力が必要となる。継続的にコストも低減する必要がある



8/12４. 生産技術開発項目：①PIと触媒構造の見える化技術

⚫ プロセスインフォマティクス（PI）を活用し、理想的な触媒のミクロ構造を製造するため
の触媒調合・塗工・乾燥等の各種製造条件を最適化し、従来にない性能・コストを実現
させる

プロセス中の各種パラメータと燃料電池性能を紐づけて分析
工程と性能の関係性を明らかにする（PI）

PIの適用先の想定：触媒塗工乾燥（現在～）MEA化セル化（2025年～）触媒調合・新塗工方式（2027年～）

明らかになった関係性のメカニズムを解明するため、触媒インク性状や触媒層ミク
ロ構造をナノレベルで詳細に把握する（放射光など、見える化技術）



9/12４. 生産技術開発項目：②乾燥レス化

⚫ 触媒インク・GDL＋MPLペーストの乾燥工程は高速化のネックとなっており、必要とす
る設備投資やエネルギー量も大きいため、乾燥時間を短縮することができる工法を開
発することが大きな課題となっている。

CCM、GDL形成の乾燥レス化 ✓ 乾燥時間を大幅に低減できる新工法の開発（静電スプ
レー塗工、インクジェットなど）

✓ 新工法の実用化までの開発期間を短縮する手法の開発
➢ 新材料・新工法を用いたときの触媒構造を再現するシ
ミュレーション技術の開発

➢ 新材料・新工法を用いたときのPI技術による最適化
の検討



10/12４. 生産技術開発項目：③高速ハンドリング・位置決め

✓ 高速なウェブハンドリング技術
➢ リニア搬送や浮上ウェブ搬送など

✓ 高速で貼り合せするコンバーティング技術
➢ ロールtoロールの基材の上に高精度に
貼り合せを行う技術

✓ 高速化に伴い位置合わせのカメラ検査の難
易度が上がる
➢ 可能な限りカメラ検査の工程を簡素化す
る工法

➢ 位置のずれを補正手法

⚫ 電解質膜・CCM・GDL・MEAなど薄くて柔らかい部材を把持・搬送する難しさ、部材
を組み立てるときの位置決めの難しさが生産速度向上の課題となる



11/12４. 生産技術開発項目：④流路パターン形成

⚫ 従来のプレス成型の低コスト化と、流路の更なるファインピッチ化による性能向上のた
めの微細流路成形技術の確立を目指す

✓ プレス成形コストの低減
➢ プレス成形加重の低減や潤滑の改善による型寿
命を伸長

➢ 多段成形から一発成型への変更

✓ 微細流路形成技術の確立
➢ 導電性材料の印刷、3Dプリンター等による1㎜
ピッチ以下の微細流路

➢ 加工精度や生産性が課題

✓ 表面処理後の基材や高耐食性の新規材料の加工技
術も確立する必要がある。



12/12４. 生産技術開発項目：主要項目一覧
工程 課題

触媒調合 現象の見える化技術（触媒構造等）

現象の見える化技術（インライン化）

現象の見える化技術（高度解析）

PI技術の適用（触媒インクの塗工乾燥 、触媒調合、新塗工方式、MEAセル化への適用）

新塗工方式（乾燥レス化）

プロセスシミュレーションなど（新規材料対応）

MEA化セル化 シール高速化・高接着化

型レス切断

ｳｪﾌﾞﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞの高速化・高精度化

位置決めの高速化・高精度化

流路形成 プレス加工の高度化

プレス加工以外の次世代技術開発（3Dプリンターやｽｸﾘｰﾝ印刷など）

表面処理 低真空表面処理（高真空表面処理からの脱却）

表面処理の制御・高機能化（新撥水性、表面エネルギー）

エージング プロトンパス形成過程の解明

コンタミ要因の解明

品質検査 金属異物検査

リーク検査、表面処理欠陥、塗布膜厚塗布欠陥検査
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